
インフォメーション

　　税務・ローン・年金相談会　　税務・ローン・年金相談会

公認会計士が、相続税や所得税、資産
活用に関するご相談をお受けします。

お問い合わせ／不動産相談センター三島店　三島市谷田141-1
　　　　　　　☎055-976-0001
　　　　　　　不動産相談センター函南店　函南町大土肥50
　　　　　　　☎055-978-3425
営 業 時 間／8：30～17：00
休 　 業 　 日／土・日曜日、祝日、年末年始

当センターでできること
●不動産・・・土地や建物の売買、賃貸借／賃貸管理のお手伝い
●資産相談・・・遊休農地の活用、相続相談、資産整理などのご相談
●公認会計士による税務相談（無料、予約制）
※その他、税金などでお困りの方は不動産相談センターまでお問い合わせください。

令和５年７月、三島市・函南町の農業委員会で委員の改選が行われました。
新たに委員となった皆さまを、写真でご紹介します。

開催支店まで ローンセンター三島
☎０５５–９81–8899

地区金融課
☎ 055-971-8212

住宅関連資金全般に関するご相談を
お受けします。

年金に関するご相談（請求、基本手当
との調整など）をお受けします。

税務相談会（10：00 ～ 15：00） ローン相談会（8：30 ～ 16：00） 年金相談会（９：00 ～ 15：00）

お問い合わせ お問い合わせ お問い合わせ

無料

10月  1日（日）  ローン（ローンセンター三島） 10月29日（日）  ローン（ローンセンター三島） 11月26日（日）  ローン（ローンセンター三島） 

5日（木）  税務（北上支店） 11月  2日（木）  税務（北上支店） 12月 2日（土）  ローン（ローンセンター三島） 

7日（土）  ローン（ローンセンター三島） 4日（土）  ローン（ローンセンター三島） 3日（日）  ローン（ローンセンター三島） 

8日（日）  ローン（ローンセンター三島） 5日（日）  ローン（ローンセンター三島） 7日（木）  税務（北上支店） 

11日（水）  税務（中郷支店） 8日（水）  税務（中郷支店） 10日（日）  ローン（ローンセンター三島） 

15日（日）  ローン（ローンセンター三島） 12日（日）  ローン（ローンセンター三島） 13日（水）  税務（中郷支店） 

18日（水）  税務（三島支店） 15日（水）  税務（三島支店） 16日（土）  ローン（ローンセンター三島） 

21日（土）  ローン（ローンセンター三島） 
18日（土）

 ローン（ローンセンター三島） 
17日（日）

 ローン（ローンセンター三島） 

22日（日）
 ローン（ローンセンター三島）  年金（仁田支店）  年金（大社前支店） 

 年金（新谷支店） 19日（日）  ローン（ローンセンター三島） 

26日（木）  税務（函南支店） 22日（水）  税務（函南支店） 

不動産相談センターからのご案内不動産相談センターからのご案内

農業委員会　改選のお知らせ農業委員会　改選のお知らせ

▲農業委員の皆さま
　(髙橋徹司会長：
　前列左)
◀農地利用最適化
　推進委員の皆さま

▲農業委員の皆さま
　(棚井俊彦会長：　
　後列左から3人目）
◀農地利用最適化
　推進委員の皆さま
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農業者にも、農作物にも、
そして環境にも優しい「新しい農業の形」
　農林水産省は2021年、生産基盤の脆弱化や生産・消費の変化などの課
題を解決すべく、持続可能な食料システムの構築に向けて「みどりの食
料システム戦略」を策定しました。
　三島函南地区では、事業計画に基づき、多方向の課題解決を目指し
て、生産力・持続性の向上に向けた取り組みを行っています。

01.散布量低減や作業時間の
短縮、病害の防除につながり
ます。02.ポットへの土入れ
作業の削減や運搬作業、保管
場所の効率化を実現します。
03.地域の廃棄物を農業分野
の資源としてリサイクル。
肥料原料高騰対策にもなり
ます。04.ストレス耐性を強
め、スムーズな生育を促しま
す。05.農作業で排出される
廃棄物をエネルギーにして、
循環型農業に取り組みます。

01.ドローンで肥料・農薬を散布

02.コンパクトで軽量な
ヤシ殻培地
「ジフィーセブンＣ」

03.下水汚泥由来の肥料

04.植物活力剤「スキーポン」で生育促進
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。

　ＪＡふじ伊豆女性部三島函南地区本部は８月９日、三
島市の北上文化プラザで親子料理教室を開きました。同
部の重点目標「食の大切さ・安心・安全を伝えよう」を
テーマに、地元産の野菜をふんだんに使った夏バテ予防
のピザを調理しました。
　ピザには、当地区産の新鮮な夏野菜を使い、夏バテ予
防に効果が高い栄養素をバランスよく取り入れました。

　三島函南地区本部は９月13日、交通ルールの遵守や交
通マナーの実践を誓う交通安全宣言書を、三島警察署に
提出しました。
　後藤智浩地区本部長が宣言内容を述べ、当地区の職員
と家族620人が署名した宣言書を提出すると、森正晴署長
は「地域一丸となり、一人ひとりの交通意識を高めたい」と
話しました。

親子料理教室で夏バテ予防ピザ作り
「食の大切さ・安心・安全を伝えよう」

三島警察署に交通安全宣言書を提出
交通ルールの遵守誓う

事業性評価シートで経営支援
地域の担い手を重点サポート

営農計画を話し合う生産者（右）とＪＡ職員

夏バテ予防のピザを作る参加者の親子森署長に宣言書を手渡す後藤地区本部長（右）

Recipe.
秋の味覚もりだくさん！

三島甘藷のみそ汁三島甘藷のみそ汁

１．三島甘藷（サツマイモ）は皮つきのまま輪切りに、まいたけと油あげは
　　食べやすい大きさに切る
２．鍋に水とお好みのだしのもと、三島甘藷（サツマイモ）を入れて火にかける
３．三島甘藷（サツマイモ）が柔らかくなってきたら、まいたけ、油あげを入れる
４．全ての材料に火が通ったら、火を弱めてみそを溶く
５．器にもりつけて、小ねぎを散らしたら完成

主役級のおいしさ

作り方作り方

［材料］

４人分

サツマイモの食物繊維とみその乳酸菌で、
腸内環境の改善に効果が期待できます。

　三島函南地区本部は８
月３日、ＳＤＧｓ普及活動
や食農教育の一環として、
ＪＡファーマーズマーケッ
ト「みしまるかん」でロス
野菜を使った紙作り体験
教室を開きました。
　ＪＡ職員がほ場や販売店、

家庭などさまざまな場面で排出される廃棄野菜の現状と食品ロ
ス削減に向けた取り組みを説明した後、同店の廃棄野菜を使っ
て紙作りに挑戦しました。
　参加した小学生の保護者からは「楽しく勉強でき、貴重な体
験ができた。また開いてほしい」と好評でした。

　ＪＡふじ伊豆青
壮年部と三島商工
会議所青年部が、
その年の収穫を祝
い、翌年の豊穣を
祈って三島市の三
嶋大社に野菜を奉
納する「新嘗祭」
が、開催10周年

を迎えました。両部が構成する新嘗祭実行委員会は７
月29日と30日の２日間、三重県伊勢市の伊勢神宮を
参拝し、ＪＡのブランド野菜「箱根西麓三島野菜」な
どを奉納して五穀豊穣を祈りました。
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。
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収
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みんなみんなのの
わわだいだい
みんなの
わだい
みんなの
わだい

SDGsな自由研究体験教室
ロス野菜を使った紙作りで
食農教育展開

祝・新嘗祭10周年
伊勢神宮に野菜奉納

ＢＳ資材利用拡大
地域、品目を超えた生産力向上に向けて

ロス野菜の紙作りに挑戦する参加者 奉納野菜を担いで行列をつくる
同委員会

セロリの苗に資材を散布する生産者

三島函南地区本部は
、

SDGsの達成に向け
て実行します！

１．三島甘藷（サツマイモ）は皮つきのまま輪切りに、まいたけと油あげは
　　食べやすい大きさに切る
２．鍋に水とお好みのだしのもと、三島甘藷（サツマイモ）を入れて火にかける
３．三島甘藷（サツマイモ）が柔らかくなってきたら、まいたけ、油あげを入れる
４．全ての材料に火が通ったら、火を弱めてみそを溶く
５．器にもりつけて、小ねぎを散らしたら完成

・三島甘藷  ………………  120g

・まいたけ  ………………  120g

・油あげ  …………………… 30g

・小ねぎ  ………………… 　少々

・水  ……………………  1200cc

・みそ  ………………………  50g

・だしのもと（お好み）

［材料］

４人分 所 在 地　三島市谷田235-8
営業時間　9:00～16:00
定 休 日　水曜日（祝日は営業）、
　　　　　年末年始
電　　話　055-955-7787

ファーマーズマーケット

みしまるかん

Instagramで
お得な情報
配信中♪

三島甘藷のご購入はこちらへ

排水性と保肥性に
優れた火山灰土で育つ

三島甘藷は、
ほくほく・しっとり。


